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令和６年度 指定管理業務 実績評価シート

作成年月日 令和7年6月23日

部課名 教育委員会　生涯学習課

施設の設置目的

１　事業計画の実施状況

２　自主事業の実施状況

３　市民サービス向上のための取組状況

４　市民ニーズの把握の実施状況

５　施設の利用状況（利用者数、稼働率など）

施設名
　弘前市総合学習センター
　（弘前市教育センター、弘前市立東部公民館、弘前市学習情報館）

　多様化、高度化する学習ニーズに応え、学、社の密接な連携と相互補完によ
り得られる効果のもと、市民の主体的な生涯学習を推進する中核施設として設
置された。

所在地 　弘前市大字末広四丁目１０番地１

指定管理者名 　アップルウェーブ株式会社

指定期間 　令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

　令和６年度事業計画に沿った管理運営を行っている。毎月の事業実施報告も遅滞なく行われている。

　令和６年７月２８日（日）、午前１０時～１２時、午後２時～４時　場所：２階　工芸室において、「糸かけ
アート体験講座」を開催した。小学生（親子）から大人まで、計３９組（５６名）が参加し、自分好みの糸
（色）を選び、きれいに配色したオリジナルの作品づくりを行い、楽しい時間を過ごしていたとの報告あ
り。
　令和７年３月２２日（土）、午前１０時から午後１時　場所：２階　調理実習室において、「親子で防災クッ
キング」を開催した。小学生（親子）から大人まで、計２０組（２７名）が参加し、食材や調理器具等の確認
をし講師のアドバイスを聞きながら真剣に取り組んで、最後はみんなで楽しく試食していたとの報告あ
り。
　初めての試みとして、弘前文化センターで開催される自主事業のチケット販売を行い、チケット購入者
の利便性の向上に取り組んだが、利用者が少なかった。今後、同様の自主事業を行う際は周知方法を
見直し、利用者の利便性の向上に取り組むとの報告あり。

　一階に公共機関や民間団体等のお知らせや資料、催事の案内やパンフレット等を収集し配置すること
やポスターを掲示している。また、広報ひろさきと連動したホームページの随時更新を行うことやＦＭアッ
プルウェーブのラジオ放送を使い、定期的に施設情報の提供を行う等市民サービス向上に努めてい
る。
　引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のため、消毒液を設置するなど、感染予防を徹底してい
る。
　そのほか、障がい者への対応の一環として職員の手話研修を継続的に実施したり利用者アンケート
等による館内の改善を行っている。

　各貸室、受付カウンターにアンケート用紙を設置し、利用者の声の収集に努めている。
　そのほか、館内他部署と連携を密にし、情報共有に努めている。

年間利用件数　　　　２，９２９件（前年度比　　７７０件減）※R7年度指標2,788件（第2～第5を除く）は上回っている

年間参集人員　　　６９，６３４人（前年度比　　８，０６６人減）
※令和６年４月１日から第２～第５研修室を、一般利用に供していないため減少したものである。

1 / 3 ページ



別紙４

６　指定管理業務の収支状況

７　実地調査の結果

８　成果指標の達成度

９　評価

　(1) 指定管理者の自己評価

評価区分 評価 評　価　の　説　明 今後の課題と対応

施設の運営 Ａ
施設の設置目的や条例・規則をもと
に、利用者に対する心のこもった対応
と確実な運営に努めた。

利用者の要望の把握とサー
ビスの提供、お客様の心に
寄り添った窓口対応の一層
の充実に努めます。

施設の管理 Ａ
利用者の安全・安心と快適な空間を提
供できるよう維持管理に努めた。また
突発的な故障にも迅速に対応した。

冷暖房等の経年劣化に対す
る計画的な修繕の提案、丁
寧な点検及び危機管理の向
上に努めます。

経理の状況 Ａ
適切な予算管理と経費削減に努め、
概ね予算通りに執行した。

利用者へのサービス低下を
招かない範囲での可能な経
費削減に努めます。

団体の財務状況 Ｂ
会社全体の財務状況も概ね良好に推
移しています。

コミュニティＦＭの優位性を生か
し、市民に愛されるラジオ局とし
て、市民への良質な情報の提供
をするととともに財務基盤の強
化に努めます。

　(2) 市の指定管理者に対する評価

評価区分 評価 評　価　の　説　明 今後の課題と対応

施設の運営 B

　複合施設での運営面での複雑さは
あるが、概ね協定書通りの運営が行
われていた。自主事業については、今
年度新たな取り組みも行った。

　社会教育等に寄与する
施設として、更なる利用の
促進のため、基本となる
サービスの向上や快適な
環境づくり、本施設の機能
を生かした効果的な事業
の実施を引き続き求めて
いく。

施設の管理 B
　施設が老朽化してきているが、施設
の管理は概ね良好に行われている。

　長期での改修計画を立
案する必要があり、関係
部署と連携しながら進め
ていく必要がある。

　当初予算より人件費等の削減に努め、概ね収支均衡である。

　使用許可、使用料の徴収、収納管理及び減免等、業務委託関係、財務状況を主に調査したが、使用
許可等、建物管理の委託、収支の処理について概ね適正になされていた。

年間利用件数　　　　目標：3,743件　　　実績：2,929件　　　達成度：78.25％　　　　　　　　　　　　　　
年間会場利用率　　 目標：52.88％　　　実績：48.79％　　　達成度：92.26％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R7年度指標48.04（第2～第5を除く）は上回っている

※令和６年４月１日から第２～第５研修室を、一般利用に供していないため減少したものである。
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経理の状況 B
　収支均衡であり、概ね予算通りの執
行が行なわれた。

　今後とも適正な予算執
行に努めていく必要があ
る。

団体の財務状況 B
　概ね良好であり、指定管理が可能な
経理的基盤を有している。

　会社全体の財務状況を
今後とも注視していく必要
がある。

【評価の視点】

評価区分

施設の運営

施設の管理

経理の状況

団体の財務状況

【評価の基準】

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

※「団体の財務状況」の評価基準

Ｂ

Ｃ

Ｄ

評　価　の　視　点

法令等の遵守、使用許可、市の指定事業、付随業務、自主事業、公平性、
職員配置・研修、開館時間・休館日、職員の接遇、利用者ニーズの把握・反
映、事業計画の実施状況、業務報告など

利用者の安全対策、施設・設備の維持管理、個人情報の管理、文書等の管
理、備品等の管理、緊急時対策、災害対策など

帳票等の整備、経理の区分、収支状況、経費の削減、帳簿等の保管状況な
ど

安定的な施設の管理が可能な経理的基盤を有しているか

協定書・基準書等の内容を超える管理運営が行われたと判断できるもの
　（適正な管理運営に加えて、更なる取組みや成果があると評価できるもの）

協定書・基準書等の内容を概ね適正に実施していると判断できるもの
　（軽微な改善点はあったが、速やかに改善されているもの）

協定書等の内容に対して改善点はあったが、適切な改善策が講じられてい
るもの

協定書等の内容に対して不履行があるものや、改善がなされていないもの
があるもの

 問題がない

今後に注意を要する

早急な改善を要する
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